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Abstract
　The purpose of this study was to exanime hemoglobin value,  lifestyle  and anemia, and to establish active 
life of the students at junior high school , high school  sutudents. About 1,123 students were analysed and the 
survery was conducted about 4 schools  in 2018. The main results were as follows;
1) Ratio of students who had lower hemoglobin value was defferent between 4 schools and sports clubs..
2) The measurements of haemoglobin value were available for  health administration of students.
3) The lessons using the measurement of hemogurobin were effective  for  promotion of  knowledge to health 

and lyfestyle.

Keywords: health estimation,  health education  hemoglobin, school students
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Ⅰ. 緒言
　近年の中学生、高校生の生活習慣は大きく

変化し、それに伴って健康状態が悪化してい

る。このような状況の対策の一つとしてヘモ

グロビン測定を中心とした教育現場での健康

評価を用いた保健学習の取り組み例が報告さ

れているが、こうした取り組みは少ない1）。

ICT機器やニューメディアの発達により電子

機器に接続する時間が長くなるなど、我々を

取り巻く日常生活あるいは学校や職場での環

境が変化しており、社会構造にも変化が見ら

れ、生活習慣はかつてに比べて大きく変わっ

てきている。スマホを主としたニューメディ

アの接触時間と体力の関係で見れば、接触時

間の長い生徒ほど体力が低いことが2018年の

スポーツ庁の報告書にも取り上げられ今後の

大きな課題といえる2）。こうした生活習慣の

変化は、例えば中学生や高校生においては、

就床時刻、就寝時刻の遅延化や睡眠時間の短

縮傾向、あるいは朝食欠食の増加が指摘され

ており、それに伴って体力や学力の低下およ

びそれらの二極化も指摘されている3）。また、

こうした生活は血液中のヘモグロビン濃度に

も影響し、基準値以下の貧血傾向のある生徒
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や学生が多く存在することも我々が報告して

きたとおりである4）。そしてこれまでの調査

研究からは、このような実態は全国に広がっ

ていることはほぼ確実と言え、看過できない

事態と言える。そうした背景のもと、これま

でに生活習慣の改善活動や啓蒙活動、あるい

は学校や大学における実践的な健康に関わる

授業の展開などを進めてきたが功を奏した成

功例から5）、功を奏しなかった例まであり、

教育現場における取組のありかたも工夫する

ことが必要と考えられる。そこで我々は、こ

うした研究に携わってきた研究者や教育機関

と連携し、生活習慣やヘモグロビン測定を実

施する教育的活動を展開したところ、測定値

を被検者にフィードバックして健康管理に役

立てるという直接的効果と、こうした測定が

健康や生活への関心を高める間接的効果が見

られることから6）、さらに検証するために今

年度も同様の調査と取り組みを行ったので報

告する。

　本報告では、各調査機関からの報告書とし

てそれぞれの取組と結果などを記載した。

Ⅱ. 方法
1. 調査対象

　本研究における調査対象は、北海道公立中

学校生徒221名、山形県公立高校生徒180名、

T大付属SHO高校389名、T大学付属SW高校

333名の計1,123名である。

　調査および取り組みの期間は平成29年12月

より30年12月までであった。

2. 調査方法

1) 生活習慣調査

　生活習慣や健康状態に関しては、無記名、

選択式（一部記述あり）の質問紙によって調

査を行った。内容は起床・就床時刻や朝食喫

食の有無、食の品数、入浴等の生活に関する

質問と携帯電話やパソコン等ニューメディア

の使用時間、体育や運動の好嫌度、現在の健

康状態やセルフコントロールについてなどで

あり、簡易的なアンケートでは20項目以上、

詳細な調査は全48項目であり、対象校の実態

を考慮して調査項目数は決定した。

2) 血中ヘモグロビン値調査

　ヘモグロビン（以下Hb）値の測定には、非

侵襲的方法を採用し、末梢血管モニタリング

装置アストリムフィット（SYSMEX社製）

を使用した。なお、本装置は近赤外分光画像

計測法を用いるため、非侵襲的方法であり採

血の必要がなく、測定者の痛みやストレスの

心配がない上、約1分程度と短時間で測定で

きることが最大の特徴である。また、再現性

や採血法との相関が得られていることから信

頼性と妥当性が確認されている7）。室温の統

制が可能な場合はエアコンなどにより適温を

保った。また、対象者の手指が冷えている場

合、Hb値が低く出ることが報告されている

ことから、ポリ塩化ビニル製の水枕に80 ～

90℃のお湯を入れて手指をくるみ、温めてか

ら測定を行った。測定は2回以上行い、近似

した値を測定値として採用した。なお、Hb

値の基準値には世界保健機関（以下、WHO）

によって示されている男子13.0g/dl、女子

12.0g/dlを採用して貧血傾向の有無を評価し

た。

3. 分析方法

　統計にはMicrosoft Excel 2010及びIBM SPSS 

Statics 19を使用した。単純集計、χ2検定、

確認的因子分析、抽出した因子分析を基に共

分散構造分析を行った。また、結果の有意水

準はいずれも5%未満とした。

　なお、本研究は「東海大学人を対象とす

る研究」に関する倫理委員会の承認（14112、

15113）を得て実施された。

Ⅲ. 結果
　各校の取り組みは報告1〜4のとおりである。

報告①

研究テーマ「保健体育科・保健室タイアップ

活動、生活習慣を見直して陸上競技大会に挑

もう！」

Ⅰ.期間：札幌市立N中学校

Ⅱ. 担当者：白川敦

Ⅲ. 期日：生活習慣アンケート2017年12月、

血中ヘモグロビン値測定2018年6月12日～
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6月18日

Ⅳ. 対象：1.生活習慣アンケート 生徒124名（3

年）2.血中ヘモグロビン測定 本校生徒97

名（1年33名、3年64名）表1参照

Ⅴ. 内容：1. 2017年に現3年生を対象に生活

習慣アンケートを実施した。質問項目は、

就床時刻や朝食喫食率などの基本的生活

習慣に関する質問と1日のスマートフォン

使用時間や深夜におけるテレビ・パソコ

ンの視聴・使用時間などニューメディア

に関する質問の計25問で行った。

　2. 6月19日に行われた校内陸上競技大会

に向けて、生徒の生活習慣を見直すきっ

かけ作りとして保健体育科と保健室でヘ

モグロアップ委員会を立ち上げ、ヘモグ

ロビン値測定の実施（体育実技授業時、

休み時間）、血液クイズラリー、生活習慣

改善の啓蒙活動を行った。

Ⅵ.結果

1. 生活習慣アンケートについて

①就床時刻について

22時台24.2%、23時台が46 ％、24時台15.3%、 

25時台6.6%と23時以降に就寝している生徒が全

体の66.1%と就寝時刻が遅い傾向が見られた。

②朝食喫食率について

毎日食べる88.7%、1週間に5 ～ 6回7.3%、1週

間に3 ～ 4回1.6%、1週間に1 ～ 2回0.8%、食べ

ない1.6％と回答した。

③運動習慣について

毎日2時間以上47.6%、1週間に3 ～ 5日15.3%、

1週間に1 ～ 2日15.3%、やらない18.5%であり、

約2割の生徒が運動をしていない結果となっ

た。

④ニューメディアの使用時間について

1h未満5.6%、1h ～ 2h13.7%、2h ～ 3h29.0%、3h

～ 4h16.9%、5h ～ 6h11.3%、6h ～ 23.4%と回答

しており、2時間以上使用する割合が80.6%と

非常に高い結果となった．

2. 血中ヘモグロビン値測定について

①男子は基準値以上90.6%、基準値未満9.4%と

9割の生徒が基準値を超える結果となった。

②女子は基準値以上75％、基準値未満25%で

あり男子と比較して基準値未満が多い傾向を

示した。(図1)

3. 保健室の来室生徒数について

　2018年度の4月から7月（1学期）の保健室

生徒来室数は4月46人、5月59人、6月142人、

7月66人だった。（表2）そのうち、ヘモグロ

ビン値測定を実施した6月の12日～ 18日の来

室数は50を超えており、ヘモグロビン値測定

に興味をもった生徒が来室したことが6月の

人数増加の要因となっていると推察される。

表2  月別の保健室来室生徒数

4月 5月 6月 7月

人数(人) 46 59 142 66

Ⅶ. ヘモグロビン値測定に関する教育的効果

について

　本研究では、陸上競技大会に向けて、生徒

が自身の生活を見直すきっかけとなるよう血

中ヘモグロビン値測定を保健体育授業並びに

保健室で測定を行った。体育授業では、授業

時間内いつでも測れるように設置をし、自由

に計測を行わせたところ授業を受けている全

生徒が測定を自ら行っていた。また、昼休み

表1  血中ヘモグロビン値測定の人数及び平均値

1年 3年 合計

男
子

人数（人） 18 34 52

血中ヘモグロビン値
の平均（g/dL）

14 13.7 13.8

女
子

人数（人） 15 30 45

血中ヘモグロビン値
の平均（g/dL）

12.3 12.8 12.5

図1 血中ヘモグロビン値（基準値以上・未満の割合）
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に測定を開始した6月の来室生徒数が多い要

因にはヘモグロビン値測定が関わっており、

この結果からも生徒が興味関心を抱いたと推

察される。今後、血中ヘモグロビン値測定を

通じて、どのように生活習慣を見直していく

かといった啓蒙活動並びに生活習慣アンケー

トとの分析を行う必要がある。

朝の学年練習の様子

測定の様子①

測定の様子②

血液クイズラリー

血液クイズラリー

測定の様子③
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報告②

1．機関　　山形県立SH高等学校

2．担当　　保健部　澤田裕子

3．対象　　本校1年生180名

4．内容

(1) アストリムフィットを用い血中ヘモグロビ

ン推定値の測定、同時に生活習慣に関する

アンケート調査を実施した（アンケートの

回収率は100％）

　実施期日：平成30年6月7日～ 12日

　対象生徒：本校1年生180名

(2) 食育講演会　平成30年7月6日(金)、小澤治

夫により本校体育館で実施

　本校1年生180名と保護者約30名が聴講

(3) 食育だよりの発行

　第1号7/12(木)発行

　・食育講演会について

　・血中ヘモグロビン推定値の集計について

　・食育講演会感想

(4) 食育だよりの発行と同時期に教職員には詳

細な資料を配布

5．結果

(1)ヘモグロビン値推定値について

　1年生徒180名のうち、男子生徒4名（4％）、

女子20名（24％）の血中ヘモグロビン値が基

準値未満であった。これまで一昨年昨年と連

続して約40％の女子生徒に貧血傾向が見られ

心配したが、今年はかなり減少している。生

活習慣アンケートに何か手がかりはないか

探ったが、読み取ることはできなかった。

(2)生活習慣に関するアンケート調査について

　朝食を毎日食べる生徒は全体で153名

（85％）、例年に比べると5％ほど少なく、少

数ではあるが高校入学後の生活リズムが整っ

ていない生徒が心配である。

　また、睡眠時間が7時間未満の生徒が147名

（82％）、6時間未満の生徒が77名（43％）、学

校でほぼ毎日眠くなる生徒が72名（40％）も

いる。さらに、スマホ等メディアに触れる時

間が2時間以上の生徒が45名（25％）もおり、

講演会で生徒たち自身も強く自覚したようで

はあるが、年次と連携し生活習慣を改善させ

る手立てを工夫したい。

6．今後の課題

(1)毎朝提出の「生活と学習の記録」を利用し

て、各自の生活習慣について確認・改善

(2)年次集会や保健体育科・家庭科の授業等に

おいて、生活習慣の確立について再確認

　次年度以降も継続し、学年間比較をしなが

ら本校生徒の生活習慣の確立を目指し、進路

希望の達成につなげていきたい。
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報告③

ヘモグロビン測定報告書【生活習慣改善プロ

ジェクト報告】

１. 機関：T大学付属SH高等学校・中等部

２. 担当：保健室　西田祐子

３. 測定日：①2018年4月26日(木)午前中　予

備日5月15日(火)放課後②再検査5月24日

(木)一学期中間試験の3校時目の自学(到達

度テスト)

４. 対象：高校1学年389名(男子245名　女子

144名)

５. 内容：生徒健康診断時に貧血検査を実施

…アストリム使用

　　2018年11月　学習習慣アンケートを実施

…スタディサプリ使用

６. 結果①有所見者(要注意者と要受診者)

 全体では、79名20.3％であった。(男子46

名18.8％　女子33名22.9％ )

 内訳では、男子：要注意者19名7.8％、要

受診者27名11.0％

 女子：要注意者19名13.2％、要受診者14

名9.7％

 ②要受診者41名10.5％において再検査を

実施

 最終的に受診勧告を行った者は、14名と

なった。男子：７名(寮生3名) 女子：７名

 医療機関(内科・産婦人科・総合病院など)

を受診した者は、10名。

 受診結果は、鉄欠乏性貧血4名(軽度含む)、

要経過観察1名、異常なし3名、不明1名。

 治療としては、鉄剤の内服・食事療法・水

分摂取指導などがあり、生活規制はなし。

 未受診者5名へのアプローチ(学級担任よ

り、三者面談時に再度受診勧告)

 ③2018年度学習習慣アンケート結果

 　睡眠時間：平均7時間9分

 　起床時間：平均6時12分

 　就寝時間：平均23時21分

 　自宅出発時間：平均7時13分

７. 今年度の反省と課題

 今年度から要受診者の再検査時には、保

健指導を合わせて実施した。

 ≪起床時の状態ふらつきの有無・入浴で

の立ちくらみ経験の有無・爪の様子や朝

ごはんや睡眠の確認など≫

 結果一覧を学級担任、学年主任、部活動

顧問へ連絡。継続的な観察と情報交換を

行った。

 今年度の要注意者38名9.8％においても保

健指導の必要性を感じた。来年度は、全

ての有所見者において問診を実施して保

健指導を行いたい。

８. 今後の展開

具体的な手立て

ⅰ年間計画に位置付け

→校内組織【生活習慣改善プロジェクト】の

強化

→各委員会(高校は生活向上委員会、中等部は

保健委員会)にて啓発ポスターの作成掲示

ⅱ継続的なアンケート調査や保健指導の実施

→生徒・保護者・教職員へ周知や理解度を高

める→PTA広報やライン講習会

ⅲ生徒の健康状態の把握と健康課題の対応検

討会

→生徒指導部との連携(新入生オリエンテー

ションやライン講習会での周知)

→部活動顧問との連携(強化部該当生徒や寮

生該当生徒について)

→栄養士との連携(食堂や弁当給食や牛乳業

者との意見交換)
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報告④

Ⅰ. 機関：T大学付属SW高等学校

Ⅱ. 担当者：忽滑谷祐介

Ⅲ. 期日：１. 2018年11月9 ～ 11月16日、

 ２. 2018年9月16日、

Ⅳ. 対象：１. 生徒333名（男子177名、女子

 144名（欠席：男子7名、女子5名）、

 ２. 茅野市民約150名、

Ⅴ. 内容：１. 本校１学年の生徒対象にアスト

リムを用いて健康教育の一貫としてヘモ

グロビン値測定、調査を行った。２. 茅野

市産業新興プラザ、諏訪東京理科大学と

本校が主催となって開催する「サイエン

スフェスタinちの2018｣にて一般参加者対

象にヘモグロビン値測定を実施した。

Ⅵ. 結果

 １. ヘモグロビン値測定結果について

 　 

（図1）基準値以上・未満の生徒の人数

（図2）基準値以上・未満の割合

２．「サイエンスフェスタinちの2018｣の測定様子

Ⅶ. 今後の見通し

① 血中ヘモグロビン値測定の実施及び生活

習慣アンケート調査の継続をする。

② 教員対象に生徒に関する現状のフィード

バックを行う。

③ 来年度、健康づくり週間についての計画

を立てる。
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Ⅳ. まとめ
　4か所の教育機関において、ヘモグロビン

推定値を測定し、その結果を生徒や学生など

にフィードバックする活動を行った。その結

果は、以下のとおりであった。

１． ヘモグロビン推定値が基準値を下回っ

た割合は、学校により、性別、部活動に

より異なり、生活習慣改善の課題の多い

集団（学校・部活動など）と少ない集団

が存在した。

２． 測定により、生徒や学生の貧血状態の全

体的な様相が判明し、個人の健康管理に

役立つだけでなく、学校ごとの課題が明

らかになり、本測定は健康管理に役立つ

ことが明らかとなった。

３． 測定を中心とした教育活動は生徒や学

生の健康に対する意識を向上させ、学業

への積極的な取り組みを喚起させる二

次的効果が認められ、教育活動として

も大きな役割を果たすことが明らかと

なった。

４． 多くの学校が、今後も継続して本測定を

用いた教育的活動を実施たいとの課題

を挙げた。

　本研究の一部は静岡産業大学平成30年特別

支援研究経費の助成を受けた。
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